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＜メモ＞ 



令
和

6
年
 
月
例
経
済
報
告
等
基
調
判
断

 

  

１
 
月
 

２
 
月
 

３
 
月
 

４
 
月
 

５
 
月
 

６
 
月
 

月 例 経 済 報 告
 

 
景
気
は
、
こ
の
と
こ
ろ
一
部
に
足
踏
み
も
み
ら
れ

る
が
、
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
。
 

 
景
気
は
、
こ
の
と
こ
ろ
足
踏
み
も
み
ら
れ
る
が
、

緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
。
 

 
景
気
は
、
こ
の
と
こ
ろ
足
踏
み
も
み
ら
れ
る
が
、

緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
。
 

 
景
気
は
、
こ
の
と
こ
ろ
足
踏
み
も
み
ら
れ
る
が
、

緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
。
 

 
景
気
は
、
こ
の
と
こ
ろ
足
踏
み
も
み
ら
れ
る
が
、

緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
。
 

 
景
気
は
、
こ
の
と
こ
ろ
足
踏
み
も
み
ら
れ
る
が
、

緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
。（

6/
28
）
 

景
気
は
、
こ
の
と
こ
ろ
一
部
に
足
踏
み
が
み
ら
れ
る

が
、
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
。

  

・
個
人
消
費
は
、
持
ち
直
し
て
い
る
。

 

・
設
備
投
資
は
、
持
ち
直
し
に
足
踏
み
が
み
ら
れ
る
。 

・
輸
出
は
、
こ
の
と
こ
ろ
持
ち
直
し
の
動
き
に
足
踏

み
が
み
ら
れ
る
。

 

・
生
産
は
、
持
ち
直
し
の
兆
し
が
み
ら
れ
る
。

 

・
企
業
収
益
は
、
総
じ
て
み
れ
ば
改
善
し
て
い
る
。

企
業
の
業
況
判
断
は
、
改
善
し
て
い
る
。

 

・
雇
用
情
勢
は
、
改
善
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。

 

・
消
費
者
物
価
は
、
こ
の
と
こ
ろ
緩
や
か
に
上
昇
し

て
い
る
。

 

景
気
は
、
こ
の
と
こ
ろ
足
踏
み
が
み
ら
れ
る
が
、
緩

や
か
に
回
復
し
て
い
る
。

  

・
個
人
消
費
は
、
持
ち
直
し
に
足
踏
み
が
み
ら
れ
る
。 

・
設
備
投
資
は
、
持
ち
直
し
に
足
踏
み
が
み
ら
れ
る
。 

・
輸
出
は
、
こ
の
と
こ
ろ
持
ち
直
し
の
動
き
に
足
踏

み
が
み
ら
れ
る
。

 

・
生
産
は
、
持
ち
直
し
に
向
か
っ
て
い
た
も
の
の
、

一
部
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
生
産
・
出
荷
停
止
の
影
響

に
よ
り
、
こ
の
と
こ
ろ
生
産
活
動
が
低
下
し
て
い
る
。 

・
企
業
収
益
は
、
総
じ
て
み
れ
ば
改
善
し
て
い
る
。

企
業
の
業
況
判
断
は
、
改
善
し
て
い
る
。

 

・
雇
用
情
勢
は
、
改
善
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。

 

・
消
費
者
物
価
は
、
こ
の
と
こ
ろ
緩
や
か
に
上
昇
し

て
い
る
。

 

景
気
は
、
こ
の
と
こ
ろ
足
踏
み
が
み
ら
れ
る
が
、
緩

や
か
に
回
復
し
て
い
る
。

  

・
個
人
消
費
は
、
持
ち
直
し
に
足
踏
み
が
み
ら
れ
る
。 

・
設
備
投
資
は
、
持
ち
直
し
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。

 

・
輸
出
は
、
持
ち
直
し
の
動
き
に
足
踏
み
が
み
ら
れ

る
。

 

・
生
産
は
、
持
ち
直
し
に
向
か
っ
て
い
た
も
の
の
、

一
部
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
生
産
・
出
荷
停
止
の
影
響

に
よ
り
こ
の
と
こ
ろ
生
産
活
動
が
低
下
し
て
い
る
。

 

・
企
業
収
益
は
、
総
じ
て
み
れ
ば
改
善
し
て
い
る
。

企
業
の
業
況
判
断
は
、
改
善
し
て
い
る
。

 

・
雇
用
情
勢
は
、
改
善
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。

 

・
消
費
者
物
価
は
、
緩
や
か
に
上
昇
し
て
い
る
。

 

景
気
は
、
こ
の
と
こ
ろ
足
踏
み
が
み
ら
れ
る
が
、
緩

や
か
に
回
復
し
て
い
る
。

  

・
個
人
消
費
は
、
持
ち
直
し
に
足
踏
み
が
み
ら
れ
る
。 

・
設
備
投
資
は
、
持
ち
直
し
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。

 

・
輸
出
は
、
持
ち
直
し
に
向
か
っ
て
い
た
も
の
の
、

一
部
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
生
産
・
出
荷
停
止
の
影
響

に
よ
り
、
こ
の
と
こ
ろ
生
産
活
動
が
低
下
し
て
い
る
。 

・
企
業
収
益
は
、
総
じ
て
み
れ
ば
改
善
し
て
い
る
。

企
業
の
業
況
判
断
は
、
改
善
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

製
造
業
の
一
部
で
は
、
一
部
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
生

産
・
出
荷
停
止
に
よ
る
影
響
が
み
ら
れ
る
。

 

・
雇
用
情
勢
は
、
改
善
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。

 

・
消
費
者
物
価
は
、
緩
や
か
に
上
昇
し
て
い
る
。

 

景
気
は
、
こ
の
と
こ
ろ
足
踏
み
が
み
ら
れ
る
が
、
緩

や
か
に
回
復
し
て
い
る
。

  

・
個
人
消
費
は
、
持
ち
直
し
に
足
踏
み
が
み
ら
れ
る
。 

・
設
備
投
資
は
、
持
ち
直
し
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。

 

・
輸
出
は
、
持
ち
直
し
の
動
き
に
足
踏
み
が
み
ら
れ

る
。

 

・
生
産
は
、
一
部
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
生
産
・
出
荷

停
止
の
影
響
に
よ
り
、
生
産
活
動
が
低
下
し
て
い
た

が
、
こ
の
と
こ
ろ
持
ち
直
し
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。

 

・
企
業
収
益
は
、
総
じ
て
み
れ
ば
改
善
し
て
い
る
。

企
業
の
業
況
判
断
は
、
改
善
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

製
造
業
の
一
部
で
は
、
一
部
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
生

産
・
出
荷
停
止
に
よ
る
影
響
が
み
ら
れ
る
。

 

・
雇
用
情
勢
は
、
改
善
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。

 

・
消
費
者
物
価
は
、
緩
や
か
に
上
昇
し
て
い
る
。

 

景
気
は
、
こ
の
と
こ
ろ
足
踏
み
が
み
ら
れ
る
が
、
緩

や
か
に
回
復
し
て
い
る
。

  

・
個
人
消
費
は
、
持
ち
直
し
に
足
踏
み
が
み
ら
れ
る
。 

・
設
備
投
資
は
、
持
ち
直
し
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。

 

・
輸
出
は
、
持
ち
直
し
の
動
き
に
足
踏
み
が
み
ら
れ

る
。

 

・
生
産
は
、
こ
の
と
こ
ろ
持
ち
直
し
の
動
き
が
み
ら

れ
る
。

 

・
企
業
収
益
は
、
総
じ
て
み
れ
ば
改
善
し
て
い
る
。

企
業
の
業
況
判
断
は
、
改
善
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

製
造
業
の
一
部
で
は
、
一
部
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
生

産
・
出
荷
停
止
に
よ
る
影
響
が
み
ら
れ
る
。

 

・
雇
用
情
勢
は
、
改
善
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。

 

・
消
費
者
物
価
は
、
緩
や
か
に
上
昇
し
て
い
る
。

 

徳 島 県 金 融 経 済 概 況 

徳
島
県
内
の
景
気
は
、
持
ち
直
し
て
い
る
。
 

 す
な
わ
ち
、
設
備
投
資
は
堅
調
に
推
移
し
て
い

る
。
個
人
消
費
は
物
価
上
昇
の
影
響
を
受
け
つ
つ

も
、
着
実
に
持
ち
直
し
て
い
る
。
住
宅
投
資
は
横

ば
い
圏
内
の
動
き
と
な
っ
て
い
る
。
 公

共
投
資
は

持
ち
直
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
企
業
の
生
産

は
横
ば
い
圏
内
の
動
き
と
な
っ
て
い
る
。
雇
用
・

所
得
情
勢
は
、
緩
や
か
に
改
善
し
て
い
る
。
 

徳
島
県
内
の
景
気
は
、
持
ち
直
し
て
い
る
。
 

 

す
な
わ
ち
、
設
備
投
資
は
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
。

個
人
消
費
は
物
価
上
昇
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、

着
実
に
持
ち
直
し
て
い
る
。
住
宅
投
資
は
横
ば
い

圏
内
の
動
き
と
な
っ
て
い
る
。
 公

共
投
資
は
持
ち

直
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
企
業
の
生
産
は
横

ば
い
圏
内
の
動
き
と
な
っ
て
い
る
。
雇
用
・
所
得

情
勢
は
、
緩
や
か
に
改
善
し
て
い
る
。
 

徳
島
県
内
の
景
気
は
、
持
ち
直
し
て
い
る
。
 

 す
な
わ
ち
、
設
備
投
資
は
堅
調
に
推
移
し
て
い

る
。
個
人
消
費
は
物
価
上
昇
の
影
響
を
受
け
つ
つ

も
、
着
実
に
持
ち
直
し
て
い
る
。
住
宅
投
資
は
横

ば
い
圏
内
の
動
き
と
な
っ
て
い
る
。
 公

共
投
資
は

持
ち
直
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
企
業
の
生
産

は
横
ば
い
圏
内
の
動
き
と
な
っ
て
い
る
。
雇
用
・

所
得
情
勢
は
、
緩
や
か
に
改
善
し
て
い
る
。
 

徳
島
県
内
の
景
気
は
、
持
ち
直
し
て
い
る
。
 

 す
な
わ
ち
、
設
備
投
資
は
増
加
し
て
い
る
。
個

人
消
費
は
物
価
上
昇
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
着

実
に
持
ち
直
し
て
い
る
。
住
宅
投
資
は
横
ば
い
圏

内
の
動
き
と
な
っ
て
い
る
。
 公

共
投
資
は
持
ち
直

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
企
業
の
生
産
は
横
ば

い
圏
内
の
動
き
と
な
っ
て
い
る
。
雇
用
・
所
得
情

勢
は
、
緩
や
か
に
改
善
し
て
い
る
。
 

徳
島
県
内
の
景
気
は
、
持
ち
直
し
て
い
る
。
 

 す
な
わ
ち
、
設
備
投
資
は
増
加
し
て
い
る
。
個

人
消
費
は
物
価
上
昇
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
着

実
に
持
ち
直
し
て
い
る
。
住
宅
投
資
は
弱
め
の
動

き
と
な
っ
て
い
る
。
 公

共
投
資
は
持
ち
直
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
中
、
企
業
の
生
産
は
横
ば
い
圏
内

の
動
き
と
な
っ
て
い
る
。
雇
用
・
所
得
情
勢
は
、

緩
や
か
に
改
善
し
て
い
る
。
 

徳
島
県
内
の
景
気
は
、
持
ち
直
し
の
ペ
ー
ス
が

鈍
化
し
て
い
る
。
 

 す
な
わ
ち
、
設
備
投
資
は
増
加
し
て
い
る
。
個

人
消
費
は
物
価
上
昇
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
着

実
に
持
ち
直
し
て
い
る
。
住
宅
投
資
は
弱
め
の
動

き
と
な
っ
て
い
る
。
 公

共
投
資
は
持
ち
直
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
中
、
企
業
の
生
産
は
横
ば
い
圏
内

の
動
き
と
な
っ
て
い
る
。
雇
用
・
所
得
情
勢
は
、

緩
や
か
に
改
善
し
て
い
る
。（

6/
10
）
 

徳 島 経 済 レ ポ ー ト 

緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
 

 

景
況
を
み
る
と
、
一
服
感
が
み
ら
れ
る
も
、
全

体
と
し
て
回
復
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
景
気
は
「
緩

や
か
に
回
復
し
て
い
る
」
と
判
断
を
据
え
置
い
た
。

物
価
高
に
よ
る
買
い
控
え
や
、
暖
冬
に
よ
る
消
費

動
向
へ
の
影
響
に
注
視
が
必
要
で
あ
る
。

 

一
部
に
一
服
感
が
み
ら
れ
る
が
、
緩
や
か
に
回

復
し
て
い
る
 

 

景
況
を
み
る
と
、
個
人
消
費
に
一
服
感
が
み
ら

れ
る
。
景
気
は
「
一
部
に
一
服
感
が
み
ら
れ
る
が
、

緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
」
と
判
断
を
引
き
下
げ

た
。
物
価
の
高
止
ま
り
に
よ
る
個
人
消
費
動
向
の

変
化
に
注
視
が
必
要
で
あ
る
。
 

一
部
に
一
服
感
が
み
ら
れ
る
が
、
緩
や
か
に
回

復
し
て
い
る
 

 

景
況
を
み
る
と
、
個
人
消
費
に
一
服
感
が
み
ら

れ
る
。
景
気
は
「
一
部
に
一
服
感
が
み
ら
れ
る
が
、

緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
」
と
判
断
を
据
え
置
い

た
。
物
価
と
賃
上
げ
の
動
向
に
と
も
な
う
個
人
消

費
の
変
化
に
注
視
が
必
要
で
あ
る
。
 

一
部
に
一
服
感
が
み
ら
れ
る
が
、
緩
や
か
に
回

復
し
て
い
る
 

 

景
況
を
み
る
と
、
個
人
消
費
に
一
服
感
が
み
ら

れ
る
。
景
気
は
「
一
部
に
一
服
感
が
み
ら
れ
る
が
、

緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
」
と
判
断
を
据
え
置
い

た
。
物
価
と
賃
上
げ
の
動
向
に
と
も
な
う
個
人
消

費
の
変
化
に
注
視
が
必
要
で
あ
る
。
(N
o4
78
) 

一
部
に
一
服
感
が
み
ら
れ
る
が
、
緩
や
か
に
回

復
し
て
い
る
 

 

景
況
を
み
る
と
、
個
人
消
費
に
一
服
感
が
み
ら

れ
る
。
景
気
は
「
一
部
に
一
服
感
が
み
ら
れ
る
が
、

緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
」
と
判
断
を
据
え
置
い

た
。
物
価
と
賃
上
げ
の
動
向
に
と
も
な
う
個
人
消

費
の
変
化
に
注
視
が
必
要
で
あ
る
。
(N
o4
79
 

5/
29
) 

回
復
の
ペ
ー
ス
が
鈍
化
し
つ
つ
あ
る
 

  景
況
を
み
る
と
、
個
人
消
費
は
横
ば
い
で
留
ま
っ

て
お
り
「
回
復
の
ペ
ー
ス
が
鈍
化
し
つ
つ
あ
る
」

と
判
断
を
引
き
下
げ
た
。
物
価
、
賃
上
げ
、
定
額

減
税
の
影
響
に
伴
う
個
人
消
費
の
変
化
に
注
視
が

必
要
で
あ
る
。
(N
o4
80
 
6/
26
) 

職
業

安
定

業
務

統
計

速
報
 

  
 

一
部
産
業
に
底
堅
い
推
移
が
み
ら
れ
る
も
の

の
、
求
人
は
緩
や
か
に
減
少
し
て
い
る
。
 

足
元
の
経
済
情
勢
等
が
雇
用
に
与
え
る
影
響
に

は
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

 一
部
産
業
に
底
堅
い
推
移
が
み
ら
れ
る
も
の

の
、
求
人
は
緩
や
か
に
減
少
し
て
い
る
。
 

足
元
の
経
済
情
勢
等
が
雇
用
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。
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ボ
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1 
 

２０２４年８月９日 

日 本 銀 行 高 松 支 店 

徳島事務所 

徳島県金融経済概況 

１．概況 

○ 徳島県内の景気は、持ち直しのペースが鈍化している。 

 すなわち、設備投資は増加している。個人消費は物価上昇の影響を受けつつも、底

堅く推移している。住宅投資は弱めの動きとなっている。公共投資は持ち直してい

る。こうした中、企業の生産は横ばい圏内の動きとなっている。雇用・所得情勢は、

緩やかに改善している。 

 

２．実体経済 

○ 最終需要の動向をみると、以下のとおり。 

 設備投資は、増加している。 

 6月短観における設備投資（全産業）をみると、2024年度は、前年を上回る計画と

なっている。 

 個人消費は、物価上昇の影響を受けつつも、底堅く推移している。 

 大型小売店の売上は、底堅く推移している。 

 乗用車販売は、弱い動きとなっている。 

 住宅投資は、弱めの動きとなっている。 

 公共投資は、持ち直している。 

  

（本件に関する照会先） 

 日本銀行徳島事務所 088-622-3126  
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○ 企業の生産は、横ばい圏内の動きとなっている。 

  化学は、高水準で推移している。 

電気機械は、弱含んでいる。 

食料品は、振れを伴いつつも、横ばい圏内の動きとなっている。 

パルプ・紙・紙加工品は、横ばい圏内の動きとなっている。 

はん用・生産用機械は、横ばい圏内の動きとなっている。 

金属製品は、横ばい圏内の動きとなっている。 

○ 雇用・所得情勢は、緩やかに改善している。 

○ 消費者物価（除く生鮮食品）の前年比は、2％台後半のプラスとなっている。 

 

３．金融 

○ 民間金融機関の貸出は、前年を上回っている。 

 貸出約定平均金利は、前月比上昇した。 

○ 預金は、前年を上回っている。 

○ 倒産および信用保証協会の代位弁済は、感染症拡大前の水準となっている。 

以 上 
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徳島労働局賃金室まとめ

社数・組合数 妥結額 賃上げ率 社数・組合数 妥結額 賃上げ率 額 ポイント比

厚生労働省（民間主要企業春季賃上げ要求・妥結状況）
令和6年8月2日発表 令和6年8月4日発表

348社 17,415円 5.33% 364社 11,245円 3.60% 6,170円 +1.73

対象等

7/3 昨年同時期 7/5
定昇相当分　込み賃上げ計

合計 4,938組合 15,236円 5.08% 4,475組合 10,807円 3.66% 4,429円 +1.42

300人未満計 3,516組合 11,361円 4.45% 3,144組合 8,328円 3.36% 3,033円 +1.09

300人以上計 1,422組合 15,784円 5.16% 1,331組合 11,147円 3.69% 4,637円 +1.47

1,000人以上 488組合 16,211円 5.19% 446組合 11,519円 3.73% 4,692円 +1.46

日本経団連

昨年同時期 8/4

135社 19,210円 5.58% 136社 13,362円 3.99% +1.59

2024年6月13日公表 2023年6月23日集計結果

製造業平均 148社 11,042円 4.12% 175社 8,349円 3.10% 2,693円 +1.02

非製造業平均 78社 9,286円 3.53% 102社 7,076円 2.68% 2,210円 +0.85

総平均 226社 10,420円 3.92% 277社 7,864円 2.94% 2,556円 +0.98

徳島県経営者協会
5/27 昨年同時期

48社 8,608円 3.10% 同一社での比較 7,166円 2.72% 1,442円 +0.38

集計

　妥結額（定期昇給込みの賃上げ額）などを把握できた、資本金10億円以上かつ従業
員1,000人以上の労働組合のある企業。数値は各企業の組合員数による加重平均で
ある。
　妥結額は、原則として定期昇給込みの賃上げ額を用いたが、一部に年齢ポイント
（30、35歳など）での妥結額（定期昇給込みの賃上げ額）を含んでいる。

春季労使交渉・大手企業業種別回答状況[了承・妥結含](加重平均)(第2回2024年8月5日発表最終)

・中小企業（500人未満17業種754社対象、288社の回答を把握、このうち11社は平均金額
不明等のため除外、上記は定期昇給（賃金体系）含む、加重平均

春季労使交渉・中小企業業種別回答状況[了承・妥結含](加重平均)(第１回2024年6月13日発表)最終集計8月

令和６年　春季賃上げ　回答妥結状況
令和6年8月13日

令和６年妥結状況 令和５年実績 対前年比

令和６年妥結状況 令和５年妥結状況 対前年比

連合(令和6年7月3日発表第7回 集計(最終)、平均賃金方式による組合員数での加重平均）
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